
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和５年２月１４日（火）   ８：１７～８：２２ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：岸 田 文 雄 内閣総理大臣 

松 本 剛 明 国務大臣（総務大臣） 

齋 藤   健 国務大臣（法務大臣） 

林 芳 正 国務大臣（外務大臣） 

鈴 木 俊 一 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

永 岡 桂 子 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣） 

野 村 哲 郎 国務大臣（農林水産大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

斉 藤 鉄 夫 国務大臣（国土交通大臣） 

西 村 明 宏 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

浜 田 靖 一 国務大臣（防衛大臣） 

松 野 博 一 国務大臣（内閣官房長官） 

河 野 太 郎 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

渡 辺 博 道 国務大臣（復興大臣） 

谷   公 一 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

小 倉 將 信 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

後 藤 茂 之 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

岡 田 直 樹 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：木 原 誠 二 内閣官房副長官 

磯 﨑 仁 彦 内閣官房副長官 

栗 生 俊 一 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件      １件 

○国会提出案件    ２件 

○人事        １件 

いずれも、案件表のとおり、決定となった。 
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議事内容：

○松野国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。

まず、閣議案件について、木原副長官から御説明申し上げます。

○木原内閣官房副長官：国会提出案件について、申し上げます。質問主意書に対する

答弁書２件について、お手元の資料のとおり、御決定をお願いいたします。

次に、人事案件について、申し上げます。前田一昭外１３５名の叙位又は叙勲等

について、御決定をお願いいたします。

次に、件名外案件について、申し上げます。「円借款の供与に関する書簡」をイン

ドネシアとの間で交換することについて、御決定をお願いいたします。本件は、「競

争力、産業近代化及び貿易促進計画」に３００億円を限度とする円借款を供与する

ことについて、取り極めるものであります。なお、相手国政府との書簡交換まで不

公表といたしたいので、御了承をお願いいたします。

○松野国務大臣：次に、外務大臣から御発言がございます。

○林国務大臣：ウクライナにおける越冬のための追加的支援として反射材及びカイロ

を供与するため、約５５万ドルの緊急無償資金協力を行うこととします。

○松野国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。

引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。

御発言はございますか。

無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。
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令和５年 

２月 14日 

◎ 国会 提 出案 件

1.参 議 院議 員 鈴木 宗 男（ 維 新） 提 出本 会 議・ 委

   ○ 員 会 への 質 問通 告 、国 会 答弁 の 実態 調 査に 関

す る 質問 に 対す る 答弁 書 につ い て（ 決 定）

  （内 閣 官房 ） 

1.参 議 院議 員 鈴木 宗 男（ 維 新） 提 出外 務 省の 危

険 情 報に 関 する 質 問に 対 する 答 弁書 に つい て

（ 決 定）            （ 外 務省 ）

◎ 人 事

   ☆ 元高等 裁 判所 長 官前 田 一昭 外 １３ ５ 名の 叙 位又 は

叙勲等 に つい て （決 定 ）

〔 ○ 署名 あ り ☆ 署名 な し〕

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料  
あ り

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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  令和５年 

２月 14日 

◎ 一般 案 件

   ○ 円 借款 の 供与 に 関す る 日本 国 政府 と イン ド ネシ ア

共 和 国政 府と の 間の 書 簡の 交 換に つ いて （ 決定 ）

（ 外 務省 ） 

〔 ○ 署名 あ り ☆ 署名 な し〕

（ 火 ）件 名 外 案 件

資 料
な し
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